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注２） ：カウントされない農薬（天敵、天然系農薬等の非化学合成農薬）　　

注３）本圃の土壌消毒に薬剤を使用する場合は散布回数に別途加算が必要．
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　佐賀県特別栽培農産物認証制度に対応したナス病害虫の総合防除体系（例）
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注１）散布回数のカウントは苗から開始．農薬の剤型 ＷＰ：水和剤、Ｌ：液剤、ＥＣ：乳剤、ＳＰ：水溶剤、ＷＤＧ：顆粒水和剤、F：フロアブル、ＤＦ：ドライフロアブル、Ｇ：粒剤．　
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保護剤による発生初期防除

病斑を見たらダコニール１０００散布＋
その一週間後ベルクートＦ散布、その

後は１ヶ月間隔で散布を繰り返す

すすかび病との同時防除

灰色かび病との同時防除

発生最盛期期の集中防除

灰色かび病との同時防除

発生後半はボトピカで対応

すすかび病との同時防除

害虫防除の重要な時期

①持ち込まない（苗の徹底防除）
②侵入させない（防虫ネット）
③増やさない（低密度防除）

害虫活動の停滞期

①春先の活動期に向けて徹底防除
②ボタニガードＥＳは低密度時からの

約１週間間隔で数回散布

害虫の活動期

①・低密度時からの散布
②ボタニガードＥＳは低密度時からの

約１週間間隔で数回散布


